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① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧
全体（N） 67 67 67 67 67 67 67 67
自己評価が下がった ０ １ ２ ３ ０ ０ ０ ２
自己評価が上がった 14 49 43 34 34 42 23 45
自己評価が変わらな
かった
53 17 22 30 33 25 44 20
平均値（Ur） - 25 22.5 18.5 17 21 - 23.5









　その結果、①（P*２= 0.00012207, p<.001）、②（z=‒6.65, p<.001）、③（z=‒5.96, p<.001）、④
（z=‒4.93, p<.001）、⑤（z=‒5.66, p<.001）、⑥（z=‒6.33, p<.001）、⑦（P*２= 2.38419E-07, p<.001）、
⑧（z=‒6.13, p<.001）となり、「人間関係を築くための意欲と技能領域」の項目①～⑧のすべてに
おいて有意差が見られた。以上から、受講前と受講後の間にポジティブな変化が生まれたといえ
る。
したがって、３分割リフレクションシートを中心にコミュニケーション力向上を目標とした本授
業は、その目標に迫っていることがわかるとともに、これまでの結果からも３分割リフレクショ
ンシートがプラスの影響を与えていると考察できる。
4．本実践の成果に関する総合考察
　本実践の成果を踏まえて、以下４点が考察できる。
　第一に、３分割リフレクションシートを継続的に取り組むことで、記録内容が量的に変化して
いることがわかった。とりわけ、思考・判断の部分に明瞭な変化が窺えた。これは、記録という
行為そのものが自身のコミュニケーション場面におけるリフレクションのプロセスをつくり出し、
記録できていない現状をリフレクションすることが、思考・判断を言語化しようとする意識化へ
つながったと考察できる。
　第二に、この量的な変化は、思考・判断の質的な変化にもつながっていることがわかった。特
に、質的な変化とは、直面した現象に対して感想などに代表される表層的な思考から、現象を深
くとらえようとする分析的な思考や次なる言動のための判断（意図）に到るまで変化しているこ
とがわかり、思考・判断の重層的な形成につながったと考察できる。
　第三に、思考・判断が重層化でき、記録内容を質的に変化させていく中で、行為の後の省察が
より一層高まっていることがわかった。そして、行為の後の省察を高めていくことで、コミュニ
ケーション場面の最中にも思考・判断を意識化することができ始めている。この思考・判断の意
識化が、行為の中の省察を可能にするための入り口的な役割を果たしていると考察できる。
　第四に、行為の中の省察を可能にすることで、コミュニケーション場面の最中において「①環
境　②関係性　③知識　④方法　⑤感情」を調整・活用・改善するための判断を生み出すことが
でき、コミュニケーション力の向上へつながっていくと考察できる。さらに、この３分割リフレ
クションシートへの習慣化が、日常的な意識を改善できたケースもあった。このケースから、本
実践の目的（コミュニケーションに関する形骸化された知識及び方法の獲得傾向にある授業内容
からの脱却）に迫っていることを提起できた。
5．今後の課題
　３分割リフレクションシートを活用した本授業実践では、上述の通りの成果を生み出すことが
できたが、個々の学生による個人差については課題を残している。というのも、初段階からの記
録内容による量的及び質的な個人差は否めないため、その変化もまた大きな個人差が見られた。こ
の点については、授業方法の改善が求められる。
　また、研究的な視座からすれば、３分割リフレクションシートによる変化をより一層精微に分
析することで、思考・判断の構造化に関して、どのようなプロセスによって構造化されていくの
かを検討する必要性がある。
　なお、この理論的な観点の検討が、以降の授業方法の改善にも連結していくと考えられること
－ 220 －
中山芳一・三浦孝仁・杉山慎策・坂入信也・宮道　力・松永朋子
として、以上を今後の実践的かつ研究的な課題としてとらえておきたい。
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